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 長く暑かった夏が過ぎ、彩を増すこころ北公園の木々に

ホッとしていたら、そろそろ冬支度です。四季の移り変わ

りをゆっくり楽しむ暇はないほど一年はあっという間に過

ぎ、当院も開設して5年が過ぎようとしています。前回のこ

ころ通信には、病院機能評価受審に向けて看護科が準備し

つつあることを報告しました。 

あれから２年・・・・山あり谷ありですが、看護科は着実

に前に向かって進んでいることを宣言したいと思います。

そのひとつは、県内でも有数の退職率の低い病院であると

いうことです。これは組織に対するコミットメントが浸透

してきている証拠だといえます。ただ、残念なことは、毎

年の職務満足調査で「変革力」「創造力」の部分が少しず

つしか上昇していないことです。自己効力に対する取り組

みにまだまだ工夫がいるのかもしれません。 

 

今から4年前、私は看護科のビジョンとして次のようなこと

を考えました。 

 

Vision（5年後のあるべき姿） 2009年4月 

2014年には、中途障害者に対する回復期医療を提供する病

院として、在宅復帰率75％・3点以上の日常生活指標改善

50％の成果を出す。 

質の高い看護を提供するため、看護管理・摂食嚥下

看護・脳卒中リハビリテーション看護・家族看護等の

分野でリソースナースを確保するともに、主体的に学

び自律して看護を提供する。  
 

このビジョンを考えた時は、少しでも近づけるよう

にがんばるという意味で少々高い目標値として内容を

考えたのですが、かなり近づいてきました。認定看護

師２名、認定看護管理者２名に続き、来年には２名の

全国回復期リハ認定看護師が誕生の予定です。また、

医療安全や感染管理、新人教育やリーダーシップなど

の専門研修の修了者も20名以上にのぼり、リソース

ナースが確実に確保できています。そろそろ看護科の

ビジョンもワンランク高いステージへと書き換える頃

かもしれません。「Inspire the Next….」（これはある

企業のキャッチコピーです）のように

「創造性」と「革新性」にあふれた新た

な看護科を目指し、広島市総合リハビリ

テーションセンター看護科のなすべきこ

とを的確に表現しなければいけないと考

えています。 
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理念 
私たちは、利用者の皆様が住み慣れた地域でいきいきと心豊か 

な生活ができるよう、良質で信頼される総合的なリハビリテーション

サービスを真心をこめて提供します。 

基本方針 

１ 中途障害者の皆様の社会復帰や社会参加を促進するため、相談・評価から医療・訓練、就労援助までのリハビリテーションサービスを一貫した計画の

もとに提供します。 また、保健・医療・福祉の関係機関と連携を図り、地域におけるリハビリテーションを支援します。 

２ 利用者様一人ひとりの立場に立って悩みや希望を理解し、誠意を持った細やかな応対と良好な環境整備に努め、個人の権利を尊重したサービスを 

  提供します。 

３ 病院は、専門スタッフが回復期を中心としたリハビリテーションにチームで取り組み、最適のリハビリテーション医療を提供します。 また、イン 

  フォームド・コンセントを徹底し、安全で信頼される医療を提供します。 

４ 自立訓練施設は、家庭や職場、地域での生活を再構築するための通過型施設として、最適な相談・訓練等のサービスを提供します。 

利用者の皆様の権利 
あなたには、個人として尊重される権利があります。 

あなたには、良質で安全な医療・福祉サービスを平等に受ける権利があります。 

あなたには、あなたの症状や障害の状態、リハビリテーション計画について十分な説明と情報提供を受ける権利があります。 

あなたには、リハビリテーション計画をあなたの意志で選択し、決定する権利があります。 

あなたには、診断やリハビリテーション医療について、他の医師の意見を聞く権利があります。 

あなたには、プライバシーが守られる権利があります。 

Topics 理念・基本方針 利用者様の権利 総看護師長コラム  

認定看護師紹介 お知らせ・報告 自立訓練施設紹介 

広島市総合リハビリテーションセンター     
                  リハビリテーション病院 総看護師長 増岡薫子 

当院の看護科紹介 
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  脳卒中リハビリテーション看護認定看護師（2012年取得） 
 

 山根 ゆかり（やまね ゆかり） 
  YUKARI YAMANE 

 
●脳卒中リハビリテーション看護認定師とは？ 
・脳卒中患者の重篤化を予防するためのモニタリングとケア 

・活動性維持・促進のための早期リハビリテーション 

・急性期・回復期・維持期における生活再構築のための機能回復支援 

脳卒中リハビリテーション看護における上記の知識と技術を持って行う認定看護師 

 【全国で登録者数290名、うち広島県の登録者数は７名】（平成24年12月現在） 

 

●認定看護師を目指すきっかけは？ 
 脳卒中患者との出会いは広島市民病院の救命救急センター（NCU）が始まりでした。急性期病院での経験しかなく、回

復期病院で多職種と協働する中で看護師としての役割を見失いかけました。また、回復期は入院が長期であり担当看護師

の関わりが患者・家族にとって今後の生活に大きく影響するのではないかと責任の重さを感じ悩む時期が続きました。上

司に相談するなかで認定看護師を薦められ、急性期・回復期の事例を振り返ったとき、もっと自分にできることはなかっ

たのかと無力さを強く感じました。そして、もっと個別性・専門性の高い看護を実践し患者のQOLの向上に努めたいとい

う思いが強くなり認定看護師を目指そうと思いました。 

 

●病院でどのような活動をされていますか？ 
 今年度脳卒中リハビリテーション看護認定となり、まだまだ活動を確立するまでにはいたってないのが現状です。現在

は、脳卒中再発予防に関する研修会の開催や入院患者・家族を対象にした生活指導を中心に実践する機会が多くなってい

ます。10月より毎週水曜日に１階病棟活動日としていただきました。病棟スタッフや患者・家族の面識がない中での実践

は難しいですが、少しずつスタッフから相談をいただき、実践・継続可能な方法を一緒に考え提案させていただくように

しています。今後も自分の存在を少しずつ理解し活用していただけるようにスタッフの方と関わらせていただきたいと思

いますのでよろしくお願いします。 

 

●今後の目標はありますか？ 
 院内では、患者・家族に対し、脳卒中再発予防へ向けた生活指導を定期開催できるシステム作りを目指しています。ま

た、院外では地域連携を通して生活期の方との交流を進めていきたいです。これは、現在私たちが行っている回復期看護

の評価を直接感じ、振り返り見直すことで自己満足に終わらない患者・家族にとってよりよい看護に繋がると考えます。

また、急性期の方との交流を深めることで急性期から回復期まで一貫した看護の提供ができるようなネットワーク作りを

目指していきたいと思っています。 

 脳卒中リハビリテーション看護認定看護師として、他職種と協働・連携しながら患者・家族が望む生活再構築支援を

行っていきたいと思っています。 

   摂食・嚥下障害看護認定看護師（2010年取得） 

   

  川端 直子（かわばた なおこ） 
    NAOKO KAWABATA 

 
●摂食・嚥下障害看護認定看護師とは？ 
・摂食・嚥下機能の評価および誤嚥性肺炎、窒息、栄養低下、脱水の予防 

・適切かつ安全な摂食・嚥下訓練の選択および実施 

摂食・嚥下障害看護における上記の知識と技術を持って行う認定看護師 

【全国で登録者数373名、うち広島県の登録者数は26名】（平成24年12月現在） 
 

●認定看護師を目指すきっかけは？？ 
 色々な病院で勤務してきた中で、「食べることへの援助」はどこでも必要な援助でした。脳血管障害患者さんや頭頸部が

ん患者さんが、「口から食べたい」という強い思いを抱いていた時に、いろいろ試行錯誤しながら看護を行っていました。

そんな時に摂食・嚥下障害看護という分野に興味を持ち始めました。今後も、どこにいても役立つ知識と技術を身に付けた

いと考え、認定看護師を目指しました。 

 

●病院でどのような活動をされていますか？ 
 週２日（水曜日・木曜日）で、病棟に入院中の摂食・嚥下障害患者さんに対して、摂食・嚥下評価を行い、看護師が継続

して行える援助を考えながらケア内容を計画して実践しています。具体的には、患者さんに適した食事の提供方法の選択・

摂食・嚥下リハビリテーション・口腔ケア・呼吸ケア・胃ろうケア・環境調整・退院支援などを行っています。 

ほかの看護師から担当患者さんのケアに関する相談を受けて、必要と考えるケアについてのアドバイスなども行っていま

す。また、院内外で研修の講師や、摂食・嚥下障害看護認定看護師教育課程の実習指導を行っています。 

 

●今後の目標はありますか？ 
目指すのは、看護師が誰でも摂食・嚥下障害看護を適切に実践できるようになることです。少しずつでも仲間作りをし

て、より質の高い摂食・嚥下障害看護の提供をしていきたいと思っています。 

【看護科の理念】 
 私たちは、利用者の皆様の立場を尊重し、「その人らしい生活」の再構築を支援するため質の高い 

リハビリテーション看護を提供します。 

【看護科の基本方針】  
1. 利用者様の自己決定を尊重し、誠意を持った細やかな対応をします。 

2. 事故防止に努め、安全な看護を実践します。 

3. チーム医療の一翼を担い、専門性の高い科学的根拠に基づいた看護を提供します。 

4. 急性期および地域医療との連携を強め、満足していただける看護を実践します。 

 看護科スタッフは1階病棟・2階病棟・外来・自立訓練施設を合わせて56名います。今回はその中でも中心

的な役割を担う認定看護師2名を紹介します。 

 認定看護師とは、｢日本看護協会認定看護師認定審査に合格し、ある特定の看護分野において、熟練した

看護技術と知識を用いて、水準の高い看護実践のできる者をいう」（日本看護協会ホームページより）と定めら

れています。全２１認定看護分野あり、全国で10878名（平成24年12月現在）が日々活躍されています。 

   

 

 当院看護科の取り組みを様々な学会で発表し、看護の振り返りや向上に努めています。今回は大阪で開催され

た「第24回日本リハビリテーション看護学会」で発表を行った2名の看護師に感想を伺いました。 

  

  

  

 私は重度摂食嚥下障害患者についての事例報告を行

いました。回復期リハビリの中で重度の摂食嚥下障害

患者に対して看護師が主体性を持って継続介入できる

ことは何かが自己の課題です。 

 学会に参加して、看護の独自性やチーム医療の中で

率先して看護アプローチしていくことの重要性を再認

識しました。チーム医療を推進する上で看護の専門性

を活かしリーダーシップを発揮し、その人らしさを支

える温かい看護を提供していきたいという思いが強く

なりました。今後も日々の看護を通して研究的視点を

持ち、検証していくことで看護の質向上へつなげてい

きたいと思います。  

  

 摂食・嚥下障害と高次脳機能障害がある患者さんへ

の関わりを通して、他職種と共に共通の目標に向かっ

てのチームアプローチについて学会発表しました。 

 患者さんに関わる各職種がそれぞれの専門性を理解

し、共通目標を達成するために毎日のカンファレンス

で、看護師間の意思決定を多職種に伝達し、実際のケ

アでの結果をチームで共有するとともに、多職種と一

緒に評価・修正する。そして今後のケア・リハ計画の

調整を行うことの重要性を再確認できました。今後

も、よりよいチームアプローチ方法の構築に向けて取

り組んでいきたいと思います。                                                   

その人らしさを支える温かい看護を目指す よりよいチームアプローチ方法の構築に向けて 

１階病棟看護師 花野紗矢香 ２階病棟看護師 甲斐貞子 

 当院看護科では、今後も質の高いリハビリテーション看護を提供できるように努めます。 

         私たちと一緒に『いっぽいっぽ』歩んでいきましょう！ 


